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広
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今月号のみどころ
Ｐ２～３
ピーマン狩り＆農業祭

Ｐ６～７
社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）

表紙の説明
　旧東串良駅跡地の所有石蔵倉庫を改修して、５月からオープン
した児玉醸造の直売所。
　店内には、多目的ホールや喫茶スペースもあり、歴史ある建物
を利用した新たな地域の集いの場としても注目されています。

６月１日現在／人口の動き
（外国人を含む）

転　入　15 人
転　出　17 人

出　生  　 2 人
死　亡       8 人

当月 （前月比）前月
（ ）1男 3,287 3,286

（ ）合　計 6,972 6,980
（ －3 ）世帯数 3,306

女 （3,685 3,694
－8
－9

3,309

）



　

ピ
ー
マ
ン
狩
り
で
は
、
町
内
８
箇
所
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
準
備
し
ま
し
た
。
町
内
外
か

ら
、
約
２
、５
０
０
人
の
家
族
連
れ
が
無
料
開

放
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
濃
緑
や
真
っ

赤
に
色
づ
い
た
ピ
ー
マ
ン
を
袋
い
っ
ぱ
い
（
約

５
㎏
）
詰
め
込
ん
で
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

農
業
祭
の
会
場
と
な
っ
た
総
合
体
育
館

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
古
墳
太
鼓
「
神
武
」

の
和
太
鼓
演
奏
を
皮
切
り
に
、
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
、
優
良
牛
の
体
重
当
て

ク
イ
ズ
、
豪
華
賞
品
の
当
た
る
抽
選
会
な

ど
色
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
周
辺
で
は
、
新
鮮

野
菜
の
即
売
会
や
バ
ザ
ー
な
ど
が
あ
り
、
終

日
見
物
客
や
買
い
物
客
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
東
串
良
野
菜
の
消
費
拡
大
を

図
ろ
う
と
、
園
芸
部
門
の
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ

リ
お
料
理
レ
シ
ピ
を
基
に
し
た
試
食
宣
伝
Ｐ
Ｒ

も
行
わ
れ
、主
婦
ら
が
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

ピーマン・きゅうりの料理試食

総合司会の
野口拓雄さん

ＪＡ女性部によるコーラス

優良牛の体重当てクイズ

東串良中学校吹奏楽部のみなさんによる演奏 春ちゃんの大道芸ショー

安莊ミイ子さん
歌謡ショー

ピーマン狩り

「
東
串
良
ピ
ー
マ
ン
狩
り
＆
農
業
祭
」

約
２
，
５
０
０
人
の
家
族
連
れ
が
来
場
！

　

６
月
７
日
（
日
）、「
ピ
ー
マ
ン
狩
り
＆
農
業
祭
」
が
、
東
串
良
町
総
合
体
育
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第17回
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農
業
祭
で
は
各
種
農
業
部
門
の
功
績
者

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
お
い
し
い
米
づ
く
り
の
部

　（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

　

26
年
度　

中
島　

正
幸
さ
ん
（
川
西
）

　

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
「
米
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
」
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部

に
お
い
て
、
収
量
10
ａ
あ
た
り
５
５
８
㎏

で
、
食
味
の
タ
ン
パ
ク
含
有
率
７
・
５
％
と
、

町
内
で
最
も
優
れ
て
お
り
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　（
イ
ク
ヒ
カ
リ
）

　

26
年
度　

吉
ヶ
㟢　

正
治
さ
ん
（
永
峯
）

　

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
「
米
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
」
イ
ク
ヒ
カ
リ
の
部

に
お
い
て
、
収
量
10
ａ
あ
た
り
６
０
０
㎏

で
、
食
味
の
タ
ン
パ
ク
含
有
率
７
・
１
％
と
、

町
内
で
最
も
優
れ
て
お
り
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
和
牛
登
録
高
得
点
の
部

　

26
年
度　

稲
隈　

哲
夫
さ
ん
（
岩
弘
）

　

平
成
26
年
度
和
牛
登
録
審
査
の
中
で
「
ゆ

き
号
」
は
87
・
８
点
と
最
高
得
点
を
得
ら
れ
、

本
町
の
肉
用
牛
改
良
増
殖
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

◆
県
畜
産
共
進
会
出
品
の
部

　

26
年
度　

外
園　

龍
一
さ
ん
（
新
川
西
）

　

平
成
26
年
度
県
畜
産
共
進
会
に
お
い
て

「
第
二
ち
か
ん
１
」
号
は
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
賞
や
農
林
水
産
大
臣
賞
他
多
数
の

賞
を
受
賞
し
、
本
町
肉
用
牛
の
名
声
を
高

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成 26 年度県畜産共進会

◆
年
間
雌
子
牛
最
高
価
格
の
部

　

26
年
度　

中
島　

清
巳
さ
ん
（
川
西
）

　

平
成
26
年
度
に
子
牛
セ
リ
市
で
販
売
さ

れ
た
、
雌
子
牛
の
中
で
「
ゆ
う
か
号
」
は
、

町
内
で
最
高
の
94
万
7
千
円
で
販
売
さ
れ

本
町
肉
用
牛
の
名
声
を
高
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
年
間
去
勢
牛
最
高
価
格
の
部

　

26
年
度　

岩
元　

昭
教
さ
ん（
池
之
原
）

　

平
成
26
年
度
に
子
牛
セ
リ
市
で
販
売
さ

れ
た
、去
勢
子
牛
の
中
で
「
百
合
福
号
」
は
、

町
内
で
最
高
の
86
万
１
千
円
で
販
売
さ
れ
、

本
町
肉
用
牛
の
名
声
を
高
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

26
年
度　

稲
隈　

哲
夫
さ
ん
（
岩
弘
）

　
平
成
26
年
度
県
畜
産
共
進
会
に
お
い
て

「
ゆ
き
」
号
は
最
優
秀
賞
５
席
及
び
肢
蹄
賞

を
受
賞
し
、
本
町
肉
用
牛
の
名
声
を
高
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
乳
牛
最
高
泌
乳
能
力
の
部

　

26
年
度　

東
中
須　

豊
さ
ん
（
池
之
原
）

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
年
間
泌
乳
量

12
・
２
２
２
㎏
の
記
録
を
得
ら
れ
本
町
乳

用
牛
の
改
良
増
殖
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
乳
質
向
上
共
励
会
の
部

　

26
年
度　

宮
原　
　

順
さ
ん
（
新
川
西
）

　

平
成
26
年
度
鹿
児
島
県
乳
質
向
上
共
励

会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
本
町

酪
農
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
豚
肉
質
上
物
率
の
部

　

26
年
度　

青
木　
　

隆
さ
ん
（
岩
弘
）

　

平
成
26
年
度
豚
肉
質
上
物
率
の
部
で
70
・

0
％
と
町
内
共
販
で
最
高
の
上
物
率
を
得

ら
れ
本
町
養
豚
の
銘
柄
確
立
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
27
年
度

農
業
功
労
者
表
彰
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【
講
座
概
要
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
環
境
林
務
部
森
林
経
営
課
特
用

林
産
係

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
３
３
６
４

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
早
く
て
う
ま
い
イ

ク
ヒ
カ
リ
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
産
地
と
し
て
、

早
期
水
稲
に
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
米
価

低
迷
に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
消
費
者
が
求

め
る
う
ま
い
米
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
27
年
産
米
に
お
い
て
、
東

串
良
米
の
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
る
た
め
、
米
食

味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
水
稲
（
コ
シ
ヒ
カ

リ
・
イ
ク
ヒ
カ
リ
）
を
栽
培
し
て
い
る
方
で

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

役
場
経
済
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

　

平
成
27
年
７
月
17
日（
金
）ま
で

●
申
込
先　

　

役
場
経
済
課

　

�

☎
０
９
９
４
―
63
―
３
１
２
３

　
（
内
線
２
５
５
）

元
気
な
ま
ち
の
　
　
　
　
　 

情
報

【お問い合わせ先】
東
串
良
町
役
場
経
済
課　
　
　
　
　
　
　

☎
（
63
）３
１
２
３

大
隅
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課　
　
　
　

☎
（
52
）
２
１
４
４

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協　

東
串
良
支
所　

☎
（
63
）
２
５
２
５

農
政

経
済

　

今
回
、
た
け
の
こ
生
産
者
及
び
原
木
し
い

た
け
生
産
者
の
養
成
講
座
の
受
講
募
集
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

各
養
成
講
座
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、「
受
講
申
込
書
」
の
記
入
が
必
要
で
す
の

で
、
役
場
経
済
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

受
講
申
込
期
限

　

平
成
27
年
７
月
30
日
（
木
）
※
必
着

●
募
集
定
員

　

各
講
座
20
名
ず
つ

●
講
座
概
要

　

座
学
及
び
実
技

●
受
講
日
数

　

�

た
け
の
こ
【
３
日
間
（
９
月
～
２
月
）
】
、

　

し
い
た
け
【
６
日
間
（
９
月
～
３
月
）
】

●
受
講
場
所

　

�

鹿
児
島
県
森
林
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

（
姶
良
市
蒲
生
町
）

●
受
講
料

　

�

各
講
座
無
料
（
保
険
料
等
別
途
徴
収
）

●
受
講
申
込
先

　

役
場
経
済
課

　

�

☎
０
９
９
４
―
63
―
３
１
２
３（
直
通
）

●�

転
作
確
認
日
以
降
の
播
種
は
原
則
認
め

ま
せ
ん
。

【
連
絡
先
】

東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会（
役
場
経
済
課
内
）

☎
０
９
９
４
―
63
―
３
１
２
３

（
内
線
２
５
５
）

　

県
で
は
、
農
薬
の
適
正
な
使
用
を
重
点

的
に
推
進
す
る
為
、
使
用
量
が
多
い
６
月

か
ら
９
月
ま
で
を
「
農
薬
適
正
使
用
推
進

期
間
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。
農
薬
の
使

用
に
際
し
ま
し
て
は
、
左
記
重
点
推
進
事

項
に
つ
い
て
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
．
敵
期
・
適
正
な
防
除
の
推
進

　

病
害
虫
防
除
が
提
供
す
る
病
害
虫
発
生

予
察
情
報
や
防
除
基
準
に
基
づ
き
、
適
期
・

的
確
に
防
除
す
る
こ
と

２
．
農
薬
安
全
使
用
基
準
の
遵
守

　

農
薬
は
散
布
で
き
る
作
物
や
散
布
量
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
容
器
等
に

記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
方
法
を
よ
く
読
ん

で
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
。

１
．�

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
（
稲
発
酵
粗
飼
料
）
を

生
産
す
る
農
家
の
皆
様
へ

　

現
在
、
本
町
水
田
の
約
３
割
を
超
え
る
面

積
で
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
（
稲
発
酵
粗
飼
料
）
が

作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
物
に
つ
い
て
は
、『
安
全
な
畜
産

物
を
消
費
者
に
安
定
供
給
す
る
た
め
に
、
安

全
で
良
質
な
飼
料
を
生
産
す
る
こ
と
』
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
事
項
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

収
穫
に
つ
い
て
は
、
出
穂
し
て
か
ら
行
う

も
の
と
し
、
適
期
収
穫
に
努
め
る
こ
と
。

●�

ひ
え
等
の
雑
草
防
除
や
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
の
害
虫
駆
除
を
行
う
こ
と
。

※�

ひ
え
等
の
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
ほ
場
な
ど

捨
て
作
り
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
ほ
場
に
つ

い
て
は
、
個
別
で
指
導
を
行
う
予
定
で
す
。

２
．
春
夏
作
転
作
一
斉
確
認
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
７
月
13
日（
月
）に
実
施
予
定
で
す
。

※
雨
天
順
延

●�

個
票
に
つ
い
て
は
配
布
し
ま
せ
ん
。

●�

飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、
転
作
確
認
日

ま
で
に
発
芽
し
て
い
る
も
の
を
飼
料
作

物
と
み
な
し
ま
す
。

東
串
良
町
米
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

「
東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会
」か
ら

お
知
ら
せ

「
農
薬
適
正
使
用
推
進
期
間
」
に

つ
い
て

た
け
の
こ
生
産
者
養
成
講
座
及
び

か
ご
し
ま
原
木
し
い
た
け
生
産
者
養
成

講
座
の
受
講
募
集
に
つ
い
て
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６
月
３
日
（
水
）、
青
葉
・
豊
栄
保
育
園

の
園
児
が
、
４
H
ク
ラ
ブ
の
清
瀧
誠
さ
ん

所
有
の
ハ
ウ
ス
で
、
ピ
ー
マ
ン
狩
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
振
興
を
目
的

に
子
ど
も
た
ち
に
も
農
業
体
験
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
狙
い
か
ら
、
４
H
ク
ラ
ブ

主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
園
児
た
ち
は
、「
大
き
な
ピ
ー

マ
ン
が
た
く
さ
ん
獲
れ
た
」
と
嬉
し
そ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

３
．
散
布
作
業
の
安
全
確
保

　

農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、
必
ず
防
除

着
や
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
。

４
．
周
辺
環
境
へ
の
危
被
害
防
止

　

ほ
場
周
辺
の
宅
地
や
畜
舎
、
蚕
、
養
蜂
、

魚
介
類
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
河
川
等
を
汚
染
し
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
て
農
薬
を
使
用
す
る
こ
と
。

５
．
農
薬
の
適
正
な
管
理

　

農
薬
は
、
カ
ギ
の
つ
い
た
保
管
庫
で
き

ち
ん
と
管
理
す
る
こ
と
。

６
．
空
き
容
器
の
適
正
な
処
理

　

空
き
容
器
等
は
、
産
業
廃
棄
物
運
搬
・

処
理
業
者
に
委
託
し
て
適
正
に
処
理
す
る

こ
と
。

　

６
月
22
日
に
、
志
布
志
湾
大
黒
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
に
て
、
延
時
猛
さ
ん
の
平
成
27

年
春
の
褒
章
「
黄
綬
褒
章
」
受
章
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
祝
賀
会
は
、
岩
弘
上
・
岩
弘
上

東
振
興
会
の
５
名
（
堂
地
富
男
さ
ん
・
小

松
一
彦
さ
ん
・
櫛
下
昭
男
さ
ん
・
前
田
廣

美
さ
ん
・
片
平
正
春
さ
ん
）
の
発
起
人
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
当
日
は
、
百
人
を
超
え
る
出
席

者
と
な
り
、
遠
く
は
関
西
な
ど
県
外
か
ら

も
延
時
さ
ん
の
受
章
の
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
串
良
町
長
や
鹿
児
島
県
大
隅

地
域
振
興
局
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
参
加

者
全
員
が
、
延
時
さ
ん
の
受
章
を
喜
び
合

い
ま
し
た
。

　

延
時
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ピ
ー
マ
ン
狩
り
で
大
は
し
ゃ
ぎ
！

　
　
～
青
葉
・
豊
栄
保
育
園
～

延
時
猛
氏
「
黄
綬
褒
章
」

　
　
　
　
受
章
祝
賀
会
を
開
催

６月子牛セリ市成績表（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（6/16～18）

※頭数は入場頭数、（　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。7 月セリ市は 7 月 15 日～ 17 日の予定です。

頭数（頭） 最高価格（円） 平均価格（円） 前月比（円） 平均体重（kg）

雌
町 62（52） 762,000 581,226 57,898 264

郡 655（524） 1,111,000 582,435 23,707 269

去
勢

町 60（53） 833,000 666,150 26,086 297

郡 739（653） 872,000 664,272 18,016 301

計
町 122（105） 833,000 622,992 36,868 281

郡 1,394（1,177） 1,111,000 625,944 22,269 286
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○
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

　（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
と
は

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
日
本
国
内
の
全
住

民
に
通
知
さ
れ
る
、
一
人
ひ
と
り
異
な
る

12
桁
の
番
号
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
い
い
ま

す
。
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
住

所
地
や
生
年
月
日
な
ど
と
関
係
の
な
い
番

号
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
法
人
に
は
1
法
人
１
つ
の
法
人

番
号
（
13
桁
）
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、

行
政
事
務
に
お
け
る
情
報
管
理
・
利
用
が

一
層
効
率
化
さ
れ
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
行
政
の
効
率
化

　

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で

様
々
な
情
報
の
照
合
、
転
記
、
入
力
な
ど

に
要
し
て
い
る
時
間
や
労
力
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
、
複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が

進
む
こ
と
に
よ
り
作
業
の
重
複
な
ど
の
無

駄
が
削
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政
手
続
が

簡
素
化
さ
れ
、
国
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る

自
分
の
情
報
を
確
認
し
た
り
、
行
政
機
関

か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
を
受

け
取
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状

況
を
把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
、
負
担
を

不
当
に
免
れ
る
こ
と
や
給
付
を
不
正
に
受

け
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
本
当

に
困
っ
て
い
る
方
に
き
め
細
か
な
支
援
を

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

　
付
番
・
通
知

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を
有
す
る

日
本
国
民
及
び
中
長
期
在
留
者
や
特
別
永

住
者
な
ど
の
外
国
人
一
人
ひ
と
り
に
対
し

て
付
さ
れ
る
唯
一
無
二
の
12
桁
の
番
号
で

す
。
東
串
良
町
民
の
皆
様
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
通
知
は
、
原
則
と
し
て
住
民
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
あ
て
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を

郵
送
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
も
の

で
あ
り
、
通
知
カ
ー
ド
の
紛
失
等
に
よ
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し
て
不
正
に
使

わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
一

生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
取
り

扱
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

　
利
用
場
面

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
の
行
政
機
関
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
い
て
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
の
う
ち
、
法

律
又
は
条
令
で
定
め
ら
れ
た
行
政
手
続
き

に
の
み
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今

後
は
年
金
・
雇
用
保
険
・
医
療
保
険
の
手
続
、

生
活
保
護
・
児
童
手
当
そ
の
他
福
祉
の
給

付
、
確
定
申
告
な
ど
の
税
の
手
続
な
ど
で
、

申
請
書
等
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き
に
お

い
て
は
、
事
業
主
や
証
券
会
社
、
保
険
会

社
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

勤
務
先
や
証
券
会
社
、
保
険
会
社
な
ど
の

金
融
機
関
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を

求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
通
知
カ
ー
ド

と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
2
種
類
が
取
り
扱

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ー
ド
の
違
い

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
通
知
カ
ー
ド

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
各
個
人
に
対
し
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
通
知
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
紙
製
の
簡
易
的
な
カ
ー
ド
で
あ
り
、

券
面
に
は
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性

別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
る
予
定

で
す
が
、
顔
写
真
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
単
体
で
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証

明
書
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

通
知
カ
ー
ド
は
平
成
27
年
10
月
か
ら
す
べ

て
の
方
に
送
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

東
串
良
町
民
の
皆
様
に
は
、
住
民
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
住
所
あ
て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）が始まります

　平成 27年度から全国一斉に導入される社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）についてお知らせします。
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な
お
、
後
述
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
る
と
き
は
、
通
知
カ
ー
ド
を
町

に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
現
在
の
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
に
代
わ
っ
て
本
人
確
認
の

た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
た

り
、
自
治
体
等
が
条
例
で
定
め
る
サ
ー
ビ

ス
に
利
用
で
き
た
り
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
IC
カ
ー
ド
で
あ
り
、
券
面
の
表
面
に

は
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
（
基

本
4
情
報
）
と
顔
写
真
、
裏
面
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
る
予

定
で
す
。
平
成
27
年
10
月
か
ら
通
知
カ
ー

ド
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
た

後
に
、
申
請
す
る
と
、
平
成
28
年
1
月
以
降
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

○
制
度
面
に
お
け
る
保
護
措
置

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
の
分
野
に
お
い
て
、
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
、
勤
務
先
、
金
融
機
関
、

年
金
・
医
療
保
険
者
な
ど
に
提
供
さ
れ
ま

す
が
、
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収
集
・
保
管
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
適

切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
を
、
特
定
個
人

情
報
保
護
委
員
会
と
い
う
第
三
者
機
関
が

監
視
・
監
督
し
ま
す
。

○
シ
ス
テ
ム
面
に
お
け
る
保
護
措
置

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
て
も
、

個
人
情
報
が
特
定
の
機
関
に
集
約
さ
れ
、
一

元
的
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
が
保
有
す

る
個
人
情
報
は
今
ま
で
ど
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
管
理
を
行
い
、
必
要
な
情
報
を
必
要

な
時
に
だ
け
や
り
と
り
す
る
「
分
散
管
理
」

の
仕
組
み
が
採
用
さ
れ
る
た
め
、
芋
づ
る

式
の
情
報
漏
え
い
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

平
成
29
年
1
月
か
ら
「
情
報
提
供
等
記
録

開
示
シ
ス
テ
ム
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）」
が

稼
動
予
定
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む

自
分
の
個
人
情
報
を
い
つ
、
誰
が
、
な
ぜ

提
供
し
た
の
か
、
不
正
・
不
適
切
な
照
会
・

提
供
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
を
ご
自
身
で

確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
27
年
10
月
以
降

　

住
民
票
の
住
所
に
通
知

　

住
民
票
を
有
す
る
方
（
住
民
票
が
あ
る

外
国
人
を
含
む
）
に
、平
成
27
年
10
月
以
降
、

12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

通
知
さ
れ
ま
す
。

※�

現
在
お
住
ま
い
の
場
所
と
住
民
票
の
住

所
が
異
な
る
場
合
に
は
、
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
平
成
28
年
1
月

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始

　

税
の
手
続
や
年
金
、
医
療
保
険
、
雇
用

保
険
な
ど
の
社
会
保
障
の
手
続
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
申

請
者
へ
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
も
始
ま

り
ま
す
。

○
平
成
29
年
1
月

　

�

個
人
ご
と
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）
の
運
用
開
始

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
自
分
の
情
報
を

い
つ
、
誰
が
な
ぜ
提
供
し
た
の
か
確
認
で

き
ま
す
。
行
政
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
も

受
け
取
れ
ま
す
。

○
平
成
29
年
7
月

　

�

地
方
公
共
団
体
等
も
含
め
た
情
報
連
携

を
開
始

　

情
報
連
携
に
よ
り
事
務
が
確
実
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
国
民
の
負
担
が
軽
減
。
暮

ら
し
が
も
っ
と
便
利
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
お
問
合
せ
先

　

☎
0
5
7
0
︱
20
︱
0
1
7
8

　

9
時
30
分
～
17
時
30
分

　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

安
心
・
安
全
の
仕
組
み
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施
の

流
れ
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交通事故防止対策事業を
新設しました
　東串良町では、交通事故件数が減少する中、高齢運転者が加害者・

被害者となる事故は、年々増加しています。高齢運転者や夜間や夕暮

れ時の歩行者の交通安全対策が重要課題となっており、反射材の携行

や高齢運転者の自主返納を推進し、交通事故防止対策の強化を図る目

的で次の事業を実施します。

■夜間歩行者事故見舞金制度

　【見 舞 金】　・死亡　100,000円
　　　　　　　　・治療30日以上　30,000円　・治療15日以上　15,000円
 
　【支給申請】　・平成２７年４月以降の交通事故が対象です。
　　　　　　　　・申請期間は事故発生後６カ月以内

■高齢者運転免許証自主返納支援制度

　 【支援の内容】
　　・タクシー利用券若しくは東串良町共通商品券 10,000 円分

 　【対象者】
　　・自主返納の日において満 65歳以上の者

 　【支援申請】　　
  　・平成２７年４月以降に運転免許証を自主返納した方が対象です。
  　・申請期間は自主返納した日から 1年以内

■お問い合わせ先　東串良町役場　総務課　☎0994-63-3131

夜間の歩行中に夜光反射タスキを着用し、
交通事故にあった場合は見舞金を支給します。

「最近視力や聴力が落ちてきた」、
「運転をしなくなり、免許がいらなくなった」と感じている方へ

運転免許証の自主返納で、タクシー利用券等を交付します。
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町では職員採用試験を実施します
東串良町では、平成 27年度（平成 28年 4月 1日採用）職員採用試験を下記のとおり実施します。

1. 職種及び採用予定人員　　一般事務職　若干名

2. 受験資格
　⑴年　　齢：�昭和 63 年４月２日から平成 10 年４

月１日までに生まれた者
　⑵学　　歴：�学校教育法（昭和22年法律第26号）に

よる高等学校卒業以上の学歴を有する者
　　　　　　　（平成 28年３月卒業見込み者を含む）
　⑶欠格事項：�日本国籍を有しない者、又は地方公務

員法第 16 条に該当する者は受験でき
ません

3. 試験日時、実施場所及び合格発表

4. 試験科目及び時間
　◆第１次試験：
　①一般教養　２時間　②事務適性検査　10分
　③職場適応性検査　20分

　◆第２次試験：
　①作文　１時間　②口述試験（面接）

5.採　用
　�　採用にあたっては、合格者の名簿を作成し、採用
予定者あて直接文書で通知（職員採用内定通知）し
ます。なお、合格者名簿に登載された方であっても、
登載後１年以上経過しても職員採用内定通知がな
かった場合は、採用権が失効します。さらに職員採
用後は本町に居住することを条件とします。

6. 給　与
　「東串良町職員の給与に関する条例」に基づき支給
します。
7. 申込期間及び申込方法

　◆�申込期間：平成27年８月３日（月）から平成27年
８月17日（月）まで（土・日曜日は除く）

　◆�申込方法：上記期間内の平日午前 8時 30 分から
午後 5時 15分までに、本人直筆の「職員採用試
験申込書」に写真１枚（申込前１ヶ月以内に正面
上半身を撮影したもの。横3㌢×縦４㌢）を貼付し、
もう１枚添えて、役場総務課へ提出してください。

　　�　なお、郵送も可としますが、平成27年８月17日
（月）までに必着したものを有効とします。

8. 職員採用試験申込書
　平成27年７月16日（木）から、役場総務課で配付し
ます。

9. 受験票の配付
　申込書を審査のうえ、後日郵送します。

区分 第１次試験 第２次試験

日時

平成27年9月20日（日）
午前9時～
（集合時間午前8時30分）

平成27年10月25日（日）
①午前8時30分～（作文）
②午前9時45分～（口述）
※�第1次試験合格者に
　ついて行います

実施
場所

東串良町保健センター
（２階）

①�東串良町保健センター
　（２階）
②�東串良町役場庁議室

合格
発表

試験後、本人に文書で通知
します（第１次試験合格通知）

平成27年11月下旬（予定）

創立50周年 町へ寄付金の贈呈 ～南九州液化ガス株式会社～

　会社創立 50 周年を記念して、７月３日（金）に南九州液化
ガス株式会社より 100 万円の寄付金の贈呈がありました。
　この度のご厚意に深く感謝いたします。

奥園町長へ寄付金を贈呈される宮薗社長（左）

■お問い合わせ先　〒893-1693   肝属郡東串良町川西1543番地　東串良町役場　総務課　☎0994（63）3131

　南九州液化ガス株式会社は、昭和 40 年７月肝属郡東串良
町の国鉄東串良駅に隣接した地に設立されました。
　当時は貨車でＬＰガスを運んできて、ボンベへ充填する
基地でした。その後、様々な設備・システムを導入し、Ｌ
Ｐガス関連専門会社として現在に至っています。
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　５月 26 日（火）に行われた、３歳児歯科健診

の中でムシ歯ゼロの子どもたちを紹介します。

　小さい頃から歯みがきの習慣を身につけて、

ムシ歯ゼロを目指しましょう！【受付順】

岡元　心
こ こ み

海ちゃん
（第二にぎやかタウン池之原）

平成23年９月２日生まれ

大澤　優
ゆ い

衣ちゃん
（熊之馬場上）

平成23年11月19日生まれ

中小野田　真
まな

ちゃん
（池之原上西）

平成24年２月16日生まれ

末村　颯
そうだい

大ちゃん
（境）

平成23年12月21日生まれ

本白水　黎
れい

ちゃん
（溜水中）

平成23年12月２日生まれ

本倉　虹
に あ

空ちゃん
（豊栄七）

平成24年２月12日生まれ

岸良　優
ゆ う と

杜ちゃん
（豊栄七）

平成24年１月23日生まれ

小川　弘
ひ ろ と

翔ちゃん
（池之原上西）

平成23年12月７日生まれ

中久保　紗
さ わ

羽ちゃん
（豊栄三東）

平成24年２月17日生まれ

二川　玲
れ あ

杏ちゃん
（池之原中）

平成24年２月15日生まれ

山住　幸
こ う き

輝ちゃん
（ルピナスタウン池之原）
平成23年12月29日生まれ

３歳児歯科健診
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　日本脳炎の予防接種は、予防接種法に基づき積極的勧奨が見送られた時期があり、下記の特例措
置の期間内に生まれたお子さんは予防接種が不十分である場合がありますので、接種がお済みであ
るかご確認ください。
　下記期間内に生まれたお子さんの、日本脳炎第2期の勧奨期間は高校3年生になる年となります。
（※特例措置対象者は、勧奨期間前（高校３年生になる前）に受けることもできます。）

⃝日本脳炎予防接種特例措置対象者
　平成７年４月２日から平成１９年４月１日に生まれたお子さん
⃝助成対象年齢
　お子さんの年齢が 20歳になる前日まで　（19歳 11か月までが対象）
⃝日本脳炎第 2期の勧奨対象
　高校 3年生になる年のお子さんを対象として予診票を配付いたします。
　（注：日本脳炎第 1期（3回）が全て終了しているお子さんに第 2期の勧奨をしております。）

　平成 24年 11月より四種混合ワクチンが定期予防接種となったことから、三種混合ワクチンの
供給が減少して、医療機関での取扱いも少なくなっていくこととなります。初回接種が三種混合ワ
クチンであるお子さんで、接種がお済みでない場合は早めに予防接種を受けましょう。

⃝助成対象年齢
　　　　お子さんの年齢が７歳６ヶ月になる前日まで　（７歳５か月までが対象）

　平成 24年の 9月に不活化ポリオワクチンが導入され、11月には四種混合ワクチンが定期予防
接種となり、三種混合ワクチンと不活化ポリオワクチンが同時に接種できるようになりました。
　これまでの生ポリオワクチン（2回接種）と、不活化ポリオワクチン（4回接種）では接種回数
が異なるため、必要回数分の接種が済んでいない場合があります。お済みでないときは早めに予防
接種を受けましょう。

⃝助成対象年齢
　　　　お子さんの年齢が７歳６ヶ月になる前日まで　（７歳５か月までが対象）

日本脳炎第2期（特例措置）

三種混合ワクチン

ポリオワクチン

◎予防接種を受ける際は、対象となるお子さんの「予診票」を配付しますので、役場
　福祉課国保保健衛生係の窓口までお越しください。【☎：63-3103　内線 126】

お子さんの予防接種は

　 お済みですか？
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平成27年8月1日から
介護保険の費用負担が変わります。
高齢化が進む中で制度を維持するために必要な見直しです。

①�一定以上の所得のある方は、介護サービスを利用したときの負担
割合が1割から2割になります。

　・�収入が年金のみの場合は年収280万円以上の方が、年金収入以外がある場合は合計所得金額が160
万円以上の方が対象になります。

　　�ただし、合計所得金額 が160万円以上であっても、世帯の65歳以上の方の「年金収入とその他の合計
所得金額」の合計が単身で280万円、２人以上の世帯で346万円未満の場合は１割負担になります。

　
　・�この改正により介護保険の認定者に利用者負担の割合（1割または2割）が記載された「介護保険
負担割合証」が新たに発行されます。この負担割合証を介護保険被保険者証と一緒に保管し、介
護サービスを利用するときは、必ず２枚一緒にサービス事業者や施設にご提出ください。　　　
　　　　　　　　　　

②�世帯内に現役世代並の所得がある高齢者がいる場合、介護サービ
スを利用したときの月々の負担の上限が37,200円から44,400円
になります。

　・課税所得145万以上の65歳以上の方がいる場合に対象になります。
　　�この水準に該当しても、同一世帯内に65歳以上の方が1人の場合はその方の収入が383万円、2人
以上いる方は収入合計額が520万円に達しない場合には、申請により、37,200円になります。

③�食費・部屋代（室料＋光熱水費）の負担軽減を受けられる方が、
非課税世帯の中の預貯金などの少ない方に限定されます。

　・�住民税非課税世帯でも、預貯金など（現金、有価証券なども含む。）を、配偶者がいる方は合計
2,000万円超、いない方は1,000万円超お持ちの場合には、軽減の対象外になります。

　　配偶者が住民税を課税されている場合は、世帯が分かれていても負担軽減対象外になります。

④高額医療・高額介護合算制度の限度額が変わります。
　・�年間の医療費と介護サービス費の利用者負担（それぞれのサービスの限度額適用後の利用者負
担）が一定の限度額を超えたときに支給される「高額医療・高額介護合算制度」の70歳未満の方
の限度額が平成27年8月の計算期間分から変更されます。　

■お問い合わせ先　東串良町役場　福祉課　介護保険係　☎0994-63-3103（内線121）
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　「生活習慣病」と呼ばれる糖尿病や脂質異常症、
高血圧、高尿酸血症は、本人に全く自覚症状のな
いままに密かに進行する場合が多く、知らないう
ちに動脈硬化が進行していき ･･･

ある日いきなり “ 心筋梗塞 ”や
“ 脳梗塞 ”を引き起こします。

時には死にいたることもあるため、" サイレント
キラー "（沈黙の殺人者）と呼ばれています。
　また、健康診断の際に、お医者さんから生活習
慣病と指摘されても、本人の自覚症状がないこと
からついつい忘れがちになり、放っておくケース
が多く、気が付いたらいつの間にか重症になって
いたということが多いのです。
　ですから、生活習慣病の怖さを十分認識し、ま
ずは予防、そして早期に発見し治療することが大
切なのです！

「生活習慣病」の怖さ 「生活習慣病」放置による死亡リスク

生活習慣病の怖さとリスク

厚生労働省が行った生活習慣病に関する実態調査では、
　○「糖尿病」にかかっている人は 740万人
　　（予備群が８８０万人）
　○「高血圧症」が3,100万人（予備軍2,000万人）
　○「高脂血症」が 3,000 万人
という数字が発表されています。
　また、これらの生活習慣病が根源となって引き起
こす重大疾患として、悪性新生物（ガン）や心疾患、
脳血管疾患（３大死因）などがありますが、これら
が原因による死亡率は、全体の60％を占めています。

　自覚症状の少ない「生活習慣病」を長年放置する
ことは、確実に一歩ずつ ”死 ”へとつながる階段を
上っているようなものです。ですから「生活習慣病」
の放置は "死 "に繋がるということをあらためて認
識し、早めの対策を講じる必要があるのです！

年１回は、特定健診や人間ドックを
　受け、健康管理に努めましょう。

後期高齢者被保険者への
不審電話にご注意ください！

　最近、後期高齢者被保険者宅に還付金や医療費の払戻しを口実に詐欺と思われる事例が近隣市町で
発生しております。

・事件事例
①	「医療費の払戻しがある。」との電話があり、金融機関の口座などを聞いてきた。
②	�「平成○年度からの療養費の払戻しが○万円あり、期限が○月○日までとなっている。」
との電話があり、金融機関の口座などを確認された。

③	�「医療費の還付が○万円あるので、手続きが必要です。」と連絡があり、被保険者が「市
役所にいきます。」と答えたところ、「職員を○○のＡＴＭ(現金自動預け払い機)に行か
せますので、そこで手続きをしてください。」と電話が来た。

・福祉課が行う医療費の払戻しなどの手続きについて
①	医療費の払戻しなどが発生した際は、まずは文書で通知を行います。
②	職員がＡＴＭを使って庁舎外で手続きを行うよう指示をすることはありません。

不審な電話などがあった際は、東串良町役場 福祉課 (国保保健衛生係)
☎ 0994-63-3103(内線108) までご連絡ください。
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平成27年度  東串良町日曜在宅医計画変更のお知らせ

　本町では、町営プールの開放に伴い、夏休み期間中における子どもたちの憩いの場として利用していた

だけるよう、町内に居住の中学生までの児童・生徒に対して「町営プール無料利用券」を発行いたします。

　小学生・中学生については、各学校で配布されますが、無料利用券の利用を希望される小学校就学前の
幼児をお持ちの保護者の方は、役場福祉課までお越しください。

【対 象 者】	 町内に居住の児童（小学校就学前）

【開園期間】	 平成 27 年 7月 18日（土）から

	 平成 27年８月 31日（月）（毎週水曜日休み）

【開園時間】	 午前９時から午後５時まで

【お問い合わせ先】	 東串良町役場　福祉課　福祉係　☎63-3103（内線 122）

平成 27 年度の日曜在宅医の計画を下記のとおり変更いたします。

平成 27 年

７月19日 宮地胃腸科外科　➡　新中須医院

９月20日 宮地胃腸科外科　➡　花田整形外科・リウマチ科医院

11月15日 宮地胃腸科外科　➡　岩重医院

平成 28 年
１月17日 宮地胃腸科外科　➡　はらだ整形外科

３月20日 宮地胃腸科外科　➡　内村産婦人科

町営プールの無料利用券を発行します

　我が国では、肝炎ウイルス（B型・C型）感染に
起因する肝炎患者が、肝炎にり患した者の多くを占
めており、この肝炎に係る対策が喫緊の課題となっ
ています。県民の一人一人が少なくとも一回は肝炎
ウイルス検診を受検し、自身の肝炎ウイルスの感染
の有無について、早期に認識を持つ必要があります。
　そこで全国で展開される「肝臓週間」（7 月 27
日～ 8 月 2 日）にあわせて、県内各保健所におい
て平日夜間（鹿児島市保健所は平常どおり）に無
料検診を実施します（検査対象者は、過去に肝炎
ウイルス検査を受けたことのない方です）。

☆大隅地域の平日夜間における肝炎ウイルス検査☆
　実施日時：
　・鹿屋保健所　　７月 29日（水）
　　午後５時～午後７時　☎ 0994-52-2106
　・志布志保健所　7月 30日（木）
　　午後５時～午後７時　☎ 099-472-1021
　※�利用される方は、予約が必要です。当日の午後５

時までに検査を希望する保健所まで電話での連絡
をお願いします。

　※検査所要時間は、約１時間程度です。
　※詳しくは鹿児島県ホームページをご覧ください。

平成27年度　「肝臓週間」について

【お問い合わせ先】　鹿屋保健所　疾病対策係　☎：0994-52-2106
　　　　　　　　　鹿児島県保健福祉部健康増進課　感染症保健係　☎：099-286-2724

■お問い合わせ先　東串良町役場　福祉課　国保保健衛生係　☎0994-63-3103（内線125）
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　岩弘地区のほ場整備事業導入に向けて、今年
度、地域の合意形成の促進等を行う経営体育成
促進換地等調整事業（農用地等の集団化）に取
り組みます。
　この事業は、ほ場整備事業を実施する前に、
従前地の各種権利関係の状況調査や、育成すべ
き経営体（担い手等）への農用地の利用集積促
進やアンケート調査、また、それを基にしたほ
場整備後の地域の営農構想の作成等、その後に
予定されるほ場整備事業を円滑に実施するうえ
で、重要な取り組みとなります。
　なお、ほ場整備事業の導入には、地区受益者
のご理解・ご協力が不可欠となります。
　より良いほ場整備を実施するために、ご協力
をお願いいたします。

岩弘地区のほ場整備事業導入に向け、
経営体育成促進換地等調整事業
（農用地等の集団化）に取り組みます。

町ツーリズム協議会では一緒に活動してくださる仲間を募集しています。
むずかしく考えなくても全然大丈夫！一緒に活動しましょう！（会員の声）
今年度秋にも修学旅行の受入を予定しています。興味のある方はお気軽にご連絡ください。
■お問い合わせ先　東串良町役場企画課　☎0994-63-3122

仲 間
募 集

ようこそ東串良町へ ～ツーリズム協議会通信～

　風にそよぐ木々の緑もまぶしい５月中旬、本町がにぎやかな声にあふれました。
　東串良町ツーリズム協議会の民泊受入。お相手は奈良県平群町立平群中学校の修学旅行生の皆さんでした。
　男子７名、女子８名、計15名の生徒さんたちは５名の協議会員の家庭に入り、民泊体験を行いました。１泊２日とい
う短い時間の中、みんな笑顔でしたが、別れの時には涙を流す一幕も．．．
　生徒さんからは「大きくなったら、ぜったい帰ってくるからな」と、これ以上にないおみやげの言葉をいただき、受入
家庭のみなさんも「純粋でとても楽しい生徒さんたちだった」と、受入の様子を興奮気味に話してくれました。
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　浄化槽は、保守点検、清掃、法定検査という維持管理が適正に行われることによって、私たちの
生活から排出された汚水を浄化してきれいな水を流すことが出来る装置です。
　浄化槽法では、保守点検、清掃とは別にこれらが適切に行われているかを検査する「法定検査」
が義務付けられています。

定期検査（法第１１条検査）
　浄化槽の保守点検及び清掃が適正に行われているか、また適正に使用され浄化槽の機能が正常に
維持されているかを検査し、併せて浄化槽から放流される水が基準以下のきれいな水になっている
か、水を持ち帰り詳しい水質検査（ＢＯＤ）を実施します。不適事項があれば、行政及び関係者が
状況を把握するとともに早期にそれを是正することを目的にしています。
　従来、官公署のものすべてと、民間分では１１人槽以上のものについてのみ行ってきましたが、
平成17年度より一般家庭の浄化槽 (5～10人槽 )もこの検査の対象となり順次検査を行っています。
　検査対象となった浄化槽 (設置年度ごとに対象としています )については事前に指定検査機関か
ら日程通知がありますので必ず受検していただきますようお願いします。

＊法定検査は、保守点検、清掃とは別に受けることになっています。
＊法定検査は、県の指定検査機関「（公財）鹿児島県環境検査センター」が行います。
＊法定検査は、事前に指定検査機関からハガキにより実施日の通知があります。
＊検査結果は、保健所、土木事務所に報告され、必要に応じて指導が行われます。
＊なお、この検査を受検されない場合は行政指導の対象となります。　

浄化槽定期検査受検のお願い
浄化槽を設置されている方へ

検査手数料（一般家庭５～１０人槽）

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期料金 4,000 円 6,000 円

【お問い合わせ先】
　鹿児島県知事指定検査機関
　（公財）鹿児島県環境検査センター
　　　　  ☎ 099-296-9000
　　　　  http://www.kagoshimakensa.or.jp

　東串良町町役場　住民課
　年金兼環境係　　☎ 0994-63-3102
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国 民 年 金 基 金
～国民年金にゆとりをプラス～

　自営業、フリーランスな方など、国民年金の保険料を納めている 60歳未満の方（国民
年金の第１号被保険者）がご加入できる公的な年金制度です。なお、平成 25年４月から
60歳以上 65歳未満の方も、基金に任意加入できます。

～未来のわたしに～
◎基本は終身年金。だから、一生お受け取り。
◎万が一の時にはご家族に遺族一時金も。
※�年金受給前または保証期間内にお亡くなり
になった場合。（Ｂ型を除く）

●ご相談・お問い合わせ・資料請求は
　お気軽にお電話ください。
●基金ホームページもご参照ください。
http://www.kagosima-kikin.or.jp/

鹿児島県国民年金基金
〒892-0828　鹿児島市金生町７番８号

ＴＥＬ：０１２０－６５－４１９２
　　　　０１２０－２０－６２４３

ろうご　　　よ　い　く　に

～今のわたしに～
◎掛金は全額所得控除で、税金がお得。
◎掛金は自由に設定。
※�口数単位での設定。また、途中での変更も可能。

　豊栄バス停留所に長期間放置されている自転車の撤去作業を
行います。
　お心あたりのある方は、すみやかにお持ち帰りいただきます
ようお願いします。
　なお、平成27年７月31日までに改善されない場合には、
処分いたしますのでご注意ください。

【お問い合わせ先】　東串良町役場　企画課　☎0994-63-3122

【豊栄バス停留所】　長期放置自転車の処分について

17 2015.7 広報



第 ４ 回 町 指 定 記 念 物 (史 跡 )

熊 野 神 社 の 宝 篋 印 塔

町 指 定 日 ： 昭 和 ５ ０ 年 ４ 月 １ 日

柏 原 小 学 校 近 く に あ る 熊 野 神 社 境 内 の 一 角 に あ

り 、 向 か っ て 左 側 が 男 性 の 塔 、 右 側 が 女 性 の 塔 と

さ れ て い る 。 高 さ は 、 男 性 の 塔 が 3.6ｍ 女 性 の

が

塔

2.12ｍ あ っ た が 、 現 在 は 男 性 の 塔 が 一 部 崩 れ

て し ま っ て い る 。

こ れ は 鎌 倉 時 代 の も の で 、 形 状 か ら 肝 付 氏 二 代

目 兼 経 夫 妻 の 石 塔 で あ る と 考 え ら れ て い る。

ま た 入 口 に は 仁 王 像 が 鎮 座 し て い る が 、 こ れ は 昔 、

熊 野 神 社 の 別 当 寺 で 同 社 の 門 前 の 東 脇 に 宝 厳 院 と い う

お 寺 が あ り 、 そ の お 寺 を 守 っ て い た も の が 明 治 初 期 の

廃 仏 毀 釈 の 時 に 、 お 寺 は 壊 さ れ 仁 王 像 は 現 在 の 場 所 に
はい ぶつ  き  しやく

捨 て ら れ た も の と 考 え ら れ て い る 。

熊 野 神 社 肝 付 兼 経 夫 妻 の 古 石 塔 前 に あ る 仁 王 像

← (吽 形 )

（ 阿 形 )→

※ 一 般 的 に 仁 王 像

は 2 体 で 1 対 と 考

え ら れ て い る 。

広報掲載月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第　回 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

内　容 はじめに 国指定史跡 

唐仁古墳群

県指定

有形民俗

文化財

新川西の

田の神

町指定

記念物

熊野神社の

宝篋印塔

町指定

有形民俗

文化財

専念寺の

仁王像・地蔵

町指定

有形民俗

文化財

唐仁墓地入

口の仁王像

・六地蔵

町指定

記念物

島津氏久の

逆修宝塔

町指定

記念物

萩原宅

武家門

吉元の一石

五輪塔

町指定

有形民俗

文化財

安留の観音像

・田の神

町指定

天然記念物

池之原小学校

のケヤキ

町指定

有形文化財

薬師如来像

町指定

有形民俗

文化財

溜水の六地蔵

まとめ
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１ 団 体 名 ： 川 西 子 ど も 会 育 成 会

２ 演 目 ： 川 西 棒 踊 り

３ 出 演 団 体 か ら の 一 言

国 民 文 化 祭 が 今 回 鹿 児 島 で 開 催 さ れ る

事 で 子 ど も 達 も 普 段 行 っ て い る ２ 月 踊 り

と は 違 っ て 、 貴 重 な 発 表 機 会 が 与 え ら れ

た 事 を 喜 ん で お り ま す 。

子 ど も 達 も 元 気 い っ ぱ い 頑 張 り ま す の

＜ 川 西 棒 踊 り ＞ で 最 後 ま で ご 声 援 お 願 い い た し ま す 。

１ 団 体 名 ： 役 所 鎌 踊 り 保 存 会

２ 演 目 ： 役 所 鎌 踊 り

３ 出 演 団 体 か ら の 一 言

「 第 ３ ０ 回 国 民 文 化 祭 東 串 良 町 郷 土 芸 能

祭 」 と い う 、 大 き な 祭 典 に 出 演 で き る こ と

を 心 か ら 光 栄 に 思 い ま す 。 こ れ ま で 練 習 し

て き た 役 所 鎌 踊 り を 本 町 の 代 表 と し て 精 一

杯 披 露 し た い と 思 い ま す の で 、 是 非 ご 覧 く

だ さ い 。

＜ 役 所 鎌 踊 り ＞

１ 団 体 名 ： 上 山 野 子 ど も 会

２ 演 目 ： 上 山 野 棒 踊 り

３ 出 演 団 体 か ら の 一 言

地 域 と ふ れ あ う 日 の 事 業 で ４ 年 ぶ り に

復 活 し ま し た 。 し か も 国 民 文 化 祭 で 披 露

出 来 る こ と を 大 変 光 栄 に 思 い ま す 。 こ れ

か ら も 地 域 の 人 た ち の 協 力 を も ら い な が

ら 伝 統 を 守 り 続 け て い き た い と 思 い ま

＜ 上 山 野 棒 踊 り ＞ す 。

広報掲載月 １０月 １１月 １２月 平成２７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

第　回 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

内　容 第３０回

国民文化祭・

かごしま

２０１５

とは？

情報提供の

案内

視察報告 近隣市町村

の動向

東串良町の

国文祭の概要

町内の様子 県外団体・

町内出場

団体紹介

県外団体・

町内出場

団体紹介

県外団体・

町内出場

団体紹介

県外団体・

町内出場

団体紹介

県外団体・

町内出場

団体紹介

県外団体・

町内出場

団体紹介

第10回　県外団体・町内出場団体紹介④
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幼・保・小・中の連携
園・学校・家庭・地域の連携
地域の教育力を生かして

～ 第３７回 ～

２小・１中が連携した教育活動の推進
～外部講師を招いての授業研究会を開催～

５月と６月に，先生方の指導力向上を目指した授業研究会を実施しました。
今回は，町図画指導法講習会の講師として，鹿屋市教育委員会学校教育課

主幹兼学校教育係長の菊谷俊一先生，そして，町音楽指導法講習会の講師と
して，東串良町在住の吉元直子先生（元教員）に依頼し，スケッチ指導や合
唱指導の在り方について，実際の授業を通した実践的な指導をしていただき
ました。

講師の先生方が，子どもたちの表現や活動のよさを大切にしながら指導さ
れる様子に参加した先生方も多くのことを学びました。２学期以降について
は，英語や体育等の授業研究会も計画しています。
【５月１４日：町図画指導法講習会 於：柏原小学校（４年生）】

スケッチ大会に
向けて，どのよう
な工夫をすれば，
自分が描きたいも
のを上手に表せる
のかについて学ん
だよ。

【６月１５日：町音楽指導法講習会 於：東串良中学校（１年生）
変声期において，

どのような歌い方
の工夫をすれば，
無理なく楽しく歌
うことができるの
かについて学んだ
よ。

○ ７～８月の教育委員会主催行事
・ ７月１８日（土）町内各集落公民館等 地域とふれあう日
・ ７月２３日（木）小学校水泳記録会（柏原小学校）
・ ７月２５日（土）土曜学習講座「ひっくら塾」 ９時３０分～ 役場３階
・ ７月２９日（水）サマーアドベンチャー（宮崎県：御池青少年自然の家）

～７月３１日（金）
・ ８月 １日（土）土曜学習講座「ひっくら塾」 ９時３０分～ 役場３階
・ ８月 ３日（月）ルーピン少年の主張発表大会・教育実践発表会（総合センター）
・ ８月 ５日（水）防災教育シンポジウム（総合センター）

※ 土曜学習講座「ひっくら塾」への追加申込み等については，町教育委員会管理
課までご連絡ください。

東串良町教育委員会（役場３階）

管理課 ６３－３１３３ 主に学校教育・就学相談など
社会教育課 ６３－３１３４ 主に社会教育・家庭教育など

こんにちは。
教育委員会です。

・　７月1８日（土）町内各集落公民館等　地域とふれあう日
・　７月２３日（木）小学校水泳記録会（柏原小学校），家庭読書の日（毎月23日）
・　７月２５日（土）土曜学習講座「ひっくら塾」　　　　９時３０分～　役場３階
・　７月２９日（水）サマーアドベンチャー（宮崎県：御池青少年自然の家）
　～７月３１日（金）
・　８月１日（土）土曜学習講座「ひっくら塾」　　　　９時３０分～　役場３階
・　８月３日（月）ルーピン少年の主張発表大会・教育実践発表会（総合センター）
・　８月５日（水）防災教育シンポジウム（総合センター）
　※�　土曜学習講座「ひっくら塾」への追加申込み等については，町教育委員会管理
課までご連絡ください。（学習支援ボランティアについても募集しています。）
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　５月 25 日（月）、東串良町農政
連絡協議会の方々が、池之原小学
校と柏原小学校を訪れ、児童にバ
ケツ稲をプレゼントされました。
　この事業は、食育教育の一環で
例年実施されており、日本の食の
基本である「米」を育てることで、
農家の方々の苦労や食物のありが
たみを感じてもらうきっかけ作りとなっています。
　バケツ稲を受け取った児童の代表たちは、大きな声で ｢大切に育てます。ありがとうございました。｣ と
感謝していました。
　東串良町農政連絡協議会のみなさん、ありがとうございました。

みなさんからの情報・話題をお待ちしています。企画課☎63-3122
Part1

団体の部
Ａパート
　優　勝	 鹿屋下池
　準優勝	 鹿屋寿
　第３位	 鹿屋友
　第４位	 錦江大根占
　第５位	 鹿屋健笑会
Ｂパート
　優　勝	 大崎アラアラクラブ
　準優勝	 鹿屋泉の社
　第３位	 鹿屋川西ゆうゆう
　第４位	 鹿屋祓川コスモ
　第５位	 鹿屋海Ｐ

個人の部
Ａパート
　優　勝	 三腰正道（鹿屋すばる）
　準優勝	 倉岡邦子（鹿屋ゆりかもめ）
　第３位	 山口一男（吾平赤野）
　第４位	 蔵屋美代子（鹿屋三和城山）
　第５位	 山下よしの（高山ながのワン）
Ｂパート
　優　勝	 有馬アヤ子（鹿屋川西ゆうゆう）
　準優勝	 末吉久夫（鹿屋あじさい）
　第３位	 出原千歳（大崎きさらぎ）
　第４位	 西田信一（内之浦上方）
　第５位	 八子道子（大崎上益同好会）

第６位	 上安千惠子（東串良えびす１）
第７位	 稲村民子（鹿屋永野田）
第８位	 浜田英機（鹿屋王子白鳩）
第９位	 福山幸一（鹿屋第１さくら）
第 10 位	 中村武志（東串良ルーピン）

第６位	 下中野良徳（串良さわやか）
第７位	 肝付修制（志布志楽参会）
第８位	 川野正治（高山みたけ）
第９位	 北方修（鹿屋大姶良西）
第 10 位	 東條信子（大崎横内クラブ）

ルーピン各種競技大会結果
　■第 11 回東串良ルーピン・グラウンドゴルフ大会■

開 　 催 　 日：５月 13 日（水）
参加チーム数：128 チーム（２チーム欠席）
	 （町内 20 チーム）
	 （町外 108 チーム）

バケツ稲のプレゼント
～東串良町農政連絡協議会より贈呈～

池之原小学校 柏原小学校
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　６月４日（木）、東串良町母子寡婦福祉協議会（岩元ミチ子 会長）は、福祉活動の一環として手作りの雑
巾数十枚ずつを束にしたものを池之原小学校・柏原小学校・東串良中学校へ寄贈されています。
　この町母子寡婦福祉協議会は、｢地球と共生・新たな歩み｣ をテーマに会員による福祉施設の清掃作業や 
グラウンドゴルフ大会等様々な活動を展開しています。
　町母子寡婦福祉協議会会員の皆さまには今後益々のご活躍をご祈念いたします。

東串良中学校池之原小学校 柏原小学校

福祉活動の一環で雑巾寄贈
～町母子寡婦福祉協議会～

交通安全講習会を開催
～南の太陽～

　６月３日（水）に、南の太陽で交通安全講習会が行われました。
　前半は、鹿児島県警察本部交通企画課の職員から、交通事故
に遭わないために後部座席を含めたシートベルト着用の徹底、
プラス１運動（左右の確認、夜行反射材の着用、明るい服装）
で事故を防ごうという講話がありました。
　後半は、代表者が道路横断時の模擬体験を行いました。
　高齢者の事故は、横断歩行中に起こるものが多く、歩行者か
ら見て左から来た車に特に注意しなければならないことを実践
を通して学んでいました。 実習の様子

   

町内では、突然の心停止から大切な命を救

うため右記の施設で、AEDを設置しています。

【町内のAED設置施設】

①役場

②保健センター

③池之原小学校

④柏原小学校

⑤中学校

⑥総合体育館

⑦総合センター

⑧福祉センター

⑨物産館

⑩農協

町内のAED設置施設のお知らせ

みなさんからの情報・話題をお待ちしています。企画課☎63-3122
Part2
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　６月７日（日）に、柏原小校区コミュニティ協議会主催による「芋の苗植え体験活動」が行われました。
　この活動は、本町の基幹産業である農業に親しみ、また、親子で地域の方々とのふれあいを深めるために
実施されました。
　学校近くの熊之馬場の畑を使い、さつまいもの種類や栽培方法について学んでから、みんなで昔ながらの
方法で芋の苗植えを行いました。
　参加者は、１人１人手植えによる芋の苗植えを行い、秋の収穫を楽しみにしていました。

地域の方々とふれあい農業に親しもう
～柏原小校区コミュニティ協議会～

末村　颯
そうだい

大ちゃん
（境）

平成 23 年 11 月 13 日生まれ

地域の行事を楽しもう♪
～池之原ふれあい～

　本町では、平成 26 年度から毎月第３土曜日を「地域と
ふれあう日」として、児童生徒が郷土芸能の伝承や地域の
行事活動等に取り組んでいます。今回、一部を紹介します。
　「池之原ふれあい」は、主に池之原上区、中区、にぎやか
タウン、豊栄等の児童生徒でメンバーが構成されています。
６月 20 日（土）は、とうろう作りの活動を行いました。子
ども達は真剣な眼差しで、花火・すいか・かき氷・ドラゴン・
ジバニャン・コマさんなど、思い思いに描いていました。
　このとうろうは、廣田神社の六月燈で境内に灯されます。
ぜひ、一度ご覧ください。

　◇廣田神社の六月燈◇　
　７月 20日（月）夕方～

手作りの針刺しをプレゼント
～老人クラブ女性委員会～

　６月９日（火）に東串良町老人クラブ連合会女性委員会の新原佳
子さんと野元イツ子さんが、池之原小学校と柏原小学校を訪れ、「家
庭科の授業で使ってください。」と、児童に手作りの針刺しをプレゼ
ントしてくださいました。
　この手作り針刺しは、毎年（今年で 19 年目）豊栄の上村文子さん
が作成したものをプレゼントするものです。
    児童の皆さんは、大きな声で「大切に使います。ありがとうござ
いました。」と感謝していました。
  　老人クラブ女性委員会のみなさんありがとうございました。

柏原小学校５年生の皆さん

池之原小学校５年生の皆さん
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新刊紹介

町総合センター　☎６３－２１２２
開館時間：午前９時〜午後５時
土曜日・日曜日も開館しています。

一般書
▪「人間の愚かさについて」

　　　　　　曽野綾子
　日々の出来事や時事的な話題の
中に、この世で人が生きること、
老いて死ぬことの本質をとらえな
おし、世の風潮のおかしさを鋭く
ただした全 14 話からなる著者の
人生哲学。

絵本
▪ ｢希望の木｣

新井満
　東日本大震災で甚大な被害を受
けた陸前高田市。高田松原の７万
本の木の中で災害時をただ１本生
き残った“奇跡の一本松”をモチー
フに『家族の絆』と『命のバトン』
をテーマに書かれた本です。

絵本
▪ ｢めがねがなくてもちゃんと見
えてるもん！｣

エリック・バークレー
　このごろペイジは、ちょっぴりへ
ん。くつは、ちぐはぐ、本は逆さま、
みつけた子猫は、スカンク？！
　ほんとうにちゃんと見えてるの？
とってかわいくて、楽しい絵本です。

一般書
▪ ｢ラプラスの魔女」

　　　　　東野圭吾
　著名な資産家 水野義郎が旅行先
の温泉地で死亡。事故死と断定され
たものの彼の母親は妻の関与を疑う。
そして別の温泉地で発生した中毒死。
　双方の現場で目撃された謎の娘・
円華の正体は？

絵本
▪ ｢ひかりのりゅう｣

　　　　　　　　　小野美由紀
　“神様 ” ってほんとうにいるの
でしょうか？神様みたいな力が欲
しくて王様は“ひかりのりゅう ”
を作らせました。おかげで村は、
豊かになりましたが、ある日・・。

一般書
▪「武道館」
　　　　　　　　　　朝井リョウ
　アイドルが背負う十字架、アイ
ドルの心情というものをアイドル
の目線に立って書かれた小説。
　戦後最年少で直木賞を受賞した
著者デビュー 10作目の作品。

一般書
▪ ｢家族という病」
　　　　　　　　　　　下野暁子
　家族とは、何なのか・・家族団欒
という幻想ではなく、一人ひとりの
個人をとり戻すことが、ほんとうの
家族を知る近道ではないのか。～序
章より～著者の体験談を元に綴られ
たエッセイ。

一般書
▪「過ぎ去りし王国の城」
　　　　　　　　　　宮部みゆき
　早々に進学先も決まった中学３年
の２月、ひょんなことから中世ヨー
ロッパの古城のデッサンの中に入り
込むことに成功した尾垣真と彼と一
緒に冒険をすることになる城田珠美。
　不思議な世界を楽しめるファン
タジー小説。

※�県図書が２冊行方不明で探しています。
　「夫婦川柳傑作選」（きみまろ著）と「孤独の力」（五木寛之著）です。
　�貸出台帳の記入ミス等でお心あたりのある方、また見かけられた方は、返却ポストか
図書室まで返却をお願い致します。
※７月 25日（土）10時から総合センター和室にて読書会を予定しています。
　たくさんの方の参加をお待ちしています。
※県立図書館からの本を新たに入れ替えています。是非ご利用ください。

毎月 23 日は家庭読書の日
今月は…7月23日（木）

毎月23日は、お一人３冊まで
借りられます。

242015.7 広報



満一歳すこやかスナップ

子育て支援センターひまわり館

ひまわり通信
ひまわりカレンダー　【７月10日～８月７日予定表】

倉ヶ﨑　陽
ひ い ろ

彩ちゃん
（川西団地）

平成26年７月19日生まれ
父：和治さん　母：比奈子さん

★保護者から一言★
いつも、にこにこ笑顔のひいろちゃん。
いつまでも、お姉ちゃんと仲良くね。

岸良　佳
か い と

衣杜ちゃん
（豊栄七）

平成26年７月12日生まれ
父：龍大さん　母：美和さん

★保護者から一言★
　かいとくん１歳のお誕生日おめでとう♫

お兄ちゃんたちと仲良くしてね！

湯之上　椋
りょう

ちゃん
（ルピナスタウン池之原）
平成26年７月７日生まれ

父：浩さん　母：弥生さん
★保護者から一言★
　１歳おめでとう！！

これからもたくさん笑って、遊んで、
食べて・・・大きくなあれ・・・

★�午前 10 時〜午後３時の間なら、何時でも自由に利用できます。
    （カレンダ−記載の活動は午前中に行っています。）
★�０歳から就学前のお子様をお持ちの方ならどなたでも、無料でご利用できます。 （町外可）

■お問い合わせ先	 東串良町委託事業子育て支援センター
	 ひまわり館（青葉保育園内）　
	 ☎（６３）５５３３

日 月 火 水 木 金 土
7/10 11

プール遊び 休館

12 13 14 15 16 17 18

休館 シャボン玉遊び
園庭で遊ぼう 休館 親子で体操 身体測定 プール遊び 休館

19 20 21 22 23 24 25

休館 海の日 プール遊び 親子でエアロビ 水遊びのおも
ちゃを作ろう プール遊び 休館

26 27 28 29 30 31 8/1

休館 暑中お見舞いの
ハガキを作ろう 休館 プール遊び お楽しみ会 プール遊び 休館

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

休館 カレンダー作り 休館 わらべ歌で遊ぼう プール遊び ミニミニひまわり館
まつり 休館
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ひっくら翔輝会 会員募集中 ! ～祇園祭を
　一緒に楽しもう～

自分の体は自分で守ろう！　笑顔で人生　楽しく生きよう！
色々な人との出会いのチャンス交流を大切に！
よさこいソーランを通して、色々な方々との交流をはかれ、
人生を楽しく、笑顔で元気に過ごせていけたらいいですね。

＊対　象　町内在住の方であれば、年齢・性別は問いません。
　　　　　どなたでもご参加いただけます！（町外の方で、参加したい方はまず連絡ください。）
＊練習日　７月15日（水）、29日（水）	 総合センターにて　　午後７時～９時まで
　　　　　７月19日（日）、22日（水）	 池之原小体育館にて　午後７時～９時まで
　　　　　７月12日（日）、26日（日）	 総合センターにて　　午前 10時～ 12時まで
　　　　　（動きやすい服装で。詳細は練習時に連絡します。）

＊練習で必要な物
　タオル、うちわ、室内シューズ
　（子どもたちは学校シューズで構いません）、
　水分補給の飲み物（暑い日は多めに）、
　なるこ２個（可能な方のみ）

＊ぎおん祭りで必要な物
　・クリーニング代　270円
　・黒ズボン（下）
　　（子どもは無ければ体操服ズボンでもOKです）
　・子ども：黄色いハッピ（ダイソー：百均に有り）

■お問い合わせ先　ひっくら翔輝会　会長　小倉昭治（伊勢寿司）
　　　　　　　　　メンバー代表　　仮重ともこ、藤代恵美子、新青木由香
　　　　　　　　　東串良町総合センター　☎０９９４（６３）２１２２

平成27年度大隅肝属地区消防組合職員採用試験
○職種及び人員　消防職員３名程度

○受験資格
　⑴�平成３年４月２日から平成 10 年４月１日ま

でに生まれた者
　⑵�学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）によ

る高等学校卒業以上の学歴を有する者
　　　　　（平成 28 年３月卒業見込み者を含む）
　⑶�普通自動車免許（マニュアル車免許）、大型

自動車免許を有しているか又は採用後免許
取得が出来る者

　⑷身体条件
　　○身　長　男子 160㎝以上、女子 155㎝以上
　　○体　重　男子 50kg 以上、女子 45kg 以上
　　○視　力　両眼とも裸眼視力 0.3 以上、色覚正常
　　○聴　力　左右正常　
　　○その他　�消防業務に十分耐えうる体力を

有する人

○試験の方法　
　⑴第一次試験
　　ア　教養試験　イ　作文試験
　　ウ　消防適性検査　エ　体力試験
　⑵�第二次試験（第一次試験合格者のみ実施）

面接試験

○試験の日時
　試験会場　平成 27 年 9 月 20 日（日）
　　　　　　午前９時～午後４時
　　　　　　（大隅肝属地区消防組合消防本部）

○受験申込書受付期間
　平成27年７月22日（水）～平成27年8月14日（金）
　（郵送の場合は平成 27 年８月 14 日（金）付け、消印有効とします。）

○受験申込書の配付
　平成 27 年７月１日（水）から
　（消防本部総務課、各消防署・ 各分署にて配付）

【お問い合わせ先】大隅肝属地区消防組合消防本部　総務課　　☎ 0994（41）7182
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
　
●
●
●
●
●

●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
　
●
●
●
●
●

公
用
車
の
入
札
に
つ
い
て

　

公
用
車
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
等
は
、
防
災
無
線
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

１
．
入
札
物
件

　

公
用
車
（
堆
肥
セ
ン
タ
ー
堆
肥
運
搬
車
）
１
台

２
．
入
札
参
加
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

⑴�　

市
町
村
民
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑵�　

当
該
入
札
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
能

力
を
有
し
な
い
者
及
び
破
産
者
で
復
権
を

得
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

⑶�　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22
年
政
令
第

16
号
）
第
1
6
7
条
の
4
第
2
項
の
各
号

に
該
当
し
な
い
こ
と
。（
町
と
の
契
約
に
お
い

て
不
当
不
正
の
行
為
を
し
た
者
で
な
い
等
）

介
護
・
福
祉
科
（
実
務
者
研
修
）

Ｋ
①
の
訓
練
受
講
生
を
募
集

●
期　

間
　

　

平
成
27
年
９
月
９
日
（
水
）
～

　

平
成
28
年
３
月
８
日
（
火
）

●
訓
練
会
場　

　

コ
コ
ペ
リ

　
（
鹿
屋
市
笠
之
原
町
46
ー
23
）

●
訓
練
時
間

　

９
時
半
～
16
時
半

●
対
象
者

　

再
就
職
を
目
指
す
人

●
定　

員

　

24
名

●
内　

容

　

介
護
関
係
の
職
員
と
し
て
利
用
者
の
信
頼

を
受
け
得
る
優
秀
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

●
受
講
料

　

無
料

●
テ
キ
ス
ト
代
等

　

１
４
，０
０
０
円

●
応
募
期
間

　

平
成
27
年
７
月
21
日
（
火
）
～

　

平
成
27
年
８
月
19
日
（
水
）

●
選
考
日

　

平
成
27
年
８
月
27
日
（
木
）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４
（
42
）
４
１
３
５

で
っ
か
い
夏
を
ま
る
か
じ
り
！

今
年
の
サ
マ
ー
は
７
億
円

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１　

等　
　

５
億
円
×
24
本

　

前
後
賞　

各
１
億
円
×
48
本

　

※
５
等
ま
で
あ
り
ま
す
。

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

１　

等　
　

７
０
０
０
万
円
×
1
2
0
本

　

※
６
等
ま
で
あ
り
ま
す
。

◆
発　

売

　

７
月
８
日
（
水
）
～
７
月
31
日
（
金
）

◆
抽　

選

　

８
月
11
日
（
火
）

「
２
０
１
５
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品

　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
出
品
募
集

●
日　

時
　

　

平
成
27
年
10
月
６
日
（
火
）

●
場　

所

　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
２
階

　
（
太
陽
の
間
）

●
申
込
期
限

　

平
成
27
年
８
月
26
日
（
水
）

　

当
日
消
印
有
効
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

●
出
品
料

　

無
料

●
主　

催

　

か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

実
行
委
員
会

　
（
構
成
：
鹿
児
島
県
、
鹿
児
島
市
、

　
（
公
社
）
鹿
児
島
県
特
産
品
協
会
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

○
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

・
鹿
児
島
県
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ
課　

　
　

☎
０
９
９-

２
８
６-

３
０
５
０

　

・
鹿
児
島
市
産
業
支
援
課　
　
　
　

　
　

☎
０
９
９-

２
１
６-

１
３
２
３

　

・（
公
社
）
鹿
児
島
県
特
産
品
協
会　

 

　
　

☎
０
９
９-

２
２
３-

９
１
７
７

　

広
報
『
東
く
し
ら
』
№
6
６
６
号
（
６
月

号
）「
空
家
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

心
か
ら
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
誤
）�

現
地
調
査
機
関

　
　
　

平
成
27
年
６
月
上
旬
～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
末
日

（
正
）�

平
成
27
年
６
月
上
旬
～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
末
日

お
詫
び
と

訂
正

番号 車名 型式
初年度
登録年月

走行距離

１
ニッサン
ディーゼル

KK-MK262BH
平成14年

１月
171,922㎞

（３月 20 日現在）
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セーフティライフ

く  に  み  岳 みんなで  つくろう  安全安心の街 「車内安全運動」推進中

★平成 27 年度定期総会開催（肝付地区防犯協会） 
 肝付地区防犯協会は、平成 27 年 5 月 14 日（木）肝付町コミュニティセンター2 階婦人研修室において、平
成 27 年度定期総会を、地区防犯協会長（肝付町長）及び副会長（東串良町副町長が代理）並びに肝付警察署長
を始め、地域の各種団体等の代表である防犯協会役員や地域安全モニター代表・少年ボランティア連絡会代表
の方々の出席を賜り開催しました。 
 総会では、防犯協会長が「関係者の皆さん方の御協力を頂きながら、安全で安心なまちづくりに努めてまい
ります。」などと挨拶され、また、肝付警察署長からは、この 1 年間の県下及び管内の治安情勢の説明があり、
「管内の犯罪状況は、車上ねらい・万引きが多いことから、本年度から「車内安全運動」としたネーミングで
進めて行き、犯罪抑止を図りたい。まだ犯人検挙に至ってないので、全力をつくして捜査し犯人を検挙したい。」
などと挨拶がありました。 
 議題に入り、平成２６年度事業経過報告及び収支決算報告並びに平成２７年度事業計画〈案〉及び収支予算
（案）等について、審議がなされ、審議の結果、いずれも原案どおり可決・承認されました。 
 当防犯協会では、依然として窃盗犯罪が多いことから今年から『車内安全運動』（車のドアロック、鍵かけの
徹底）を重点に管内各地域において、各種犯罪抑止活動に取組みますので、地域住民の方々の御協力をよろし
くお願いいたします。 
 
 
 
 
 
「挨拶する永野会長（左）と肝付警察署長（右）」  審議状況 

★春の地域安全運動で啓発キャンペーン実施 
春の地域安全運動期間中（5 月 11 日～5 月 20 日まで）、2 箇所において、啓発キャンペーンを実施しました。

5 月 15 日、内之浦 A コープ駐車場。5 月 18 日、ミネサキ東串良店駐車場において、役場、警察署、防犯協会
ボランティア会員等の参加のもと、来店者へ防犯チラシとティッシュを配布し、「地域安全運動の協力」と「う
そ電話詐欺や車上ねらいに注意しましょう。」などと呼び掛けました。 
また、5 月 20 日、東串良町役場駐車場において、東串良町役場主導で行われた啓発キャンペーンに役場職員、

交通安全協会会員、警察、防犯協会会員等が参加し実施されました。 
同キャンペーンでは、東串良町長から「本町においては、平成 22 年 9 月から死亡事故ゼロを継続中です。高

齢者の事故抑止はもちろんのこと、交通事故の犠牲者を出さないように、皆様方の御協力と御指導をお願いし
ます。」などと挨拶があり、肝付警察署長からは「管内の交通事故・犯罪状況の説明があり、交通事故について
は、今年はすでに 46 件発生し、昨年同期と比べ増加している。犯罪においては、昨年は車上ねらいが 21 件発
生し、被害額は約 90 万円にもなっている。まだ犯人検挙に至ってないので、今年はどうしても犯人検挙に全力
で取組みたい。今年から「車内安全運動」として、車には鍵をかけ、車中には貴重品はなにも置かないという
運動を展開して行きますので、皆さん方もこの運動を広めて頂きたい。」などと挨拶がありました。 
                    式終了後、駐車場前の県道において、「飲酒運転交通死亡事故大

根絶」の標語を貼り付けた地域特産の愛情大根をドライバーに贈
呈し、交通事故防止を呼び掛けました。また一方、警察は、全席
シ－トべルト着用と防犯チラシを配布し、うそ電話詐欺に遭わな
いよう注意しましょうと呼び掛けました。          

 
 
 
 
 
 
                   内之浦 A コープ入口 ミネサキ東串良店入口 東串良町役場前    

 

                                                
  
            

               
 

 
 

           

  

 
                  

  
   
 
    
 
  
                                                        
               
 
 
  
    
                 

 
          

                              
     
  
  
  
      

   
         
 
 

 
 
 
 
 
  

凶悪犯 0 件（±0 件） 窃
盗
犯
の
内
訳 

万 引 き 4 件（－5 件）
粗暴犯 2 件（±0 件） 自 動 車 盗 0 件（－1 件）
窃盗犯 26 件（＋2 件） オートバイ盗 2 件（＋1 件）
知能犯 １件（±0 件） 自 転 車 盗 3 件（＋3 件）
風俗犯 0 件（±0 件） 車 上 ね ら い 4 件（－3 件）
その他 3 件（＋1 件） そ の 他 13 件（＋7 件）
総 数 32 件（＋3 件） 合   計 26 件（＋2 件）

みんなで つくろう 安全安心のまち  「車内安全運動」推進中 くにみ岳 

 
＊刑法犯認知件数（肝付署管内）（平成 27 年 5 月末現在）

＊（ ）内は、前年同期比 

地域安全ニュース 平成 27 年７月号（第 242 号）肝付地区防犯協会（電話 0994－65－0110 内線 583） 

★うそ電話詐欺を未然に防止 
5 月 11 日、串良郵便局（東串良町）に

おいて、同局の窓口で愛知県内の三つの銀
行口座へそれぞれ 50 万円ずつ払い込もう
としていた男性に局長が声を掛けると、男
性が「インターネット上のトラブルに遭
い、サイトの解約料を払い込む。振り込ん
だ金は返ってくる。」と話したことから、
局長は、粘り強く説得して警察に通報し、
未然にうそ電話詐欺の被害に遭うところ
を防止しました。 

5 月 29 日、肝付警察署敷地内の肝付地
区交通安全協会会館において、串良郵便局
長へ肝付警察署長から感謝状の贈呈が行
われました。 
鹿児島県内では、本年 5 月末現在、うそ

電話詐欺（特殊詐欺）の認知件数は 28 件
で、被害総額約１億 3,140 万円の被害が発
生しています。前年同期比で、件数で 6
件、被害総額で約 
4、990 万円増加 
しています。 
   

★｢車内安全運動｣   

～鍵かけて 金置かざれば 
被害なし～ 
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※
※

郷
愁
（
七
月
）　

高
崎　

唯
子

蝸か
た
つ
む
り牛

　

居い

る

す

留
守
決
め
込
み

　
　
　
　

夏
眠
か
な

　

蝸
牛
は
冬
だ
け
で
な
く
、
乾
燥

の
激
し
い
夏
も
殻
を
鎖
し
て
夏
眠

す
る
。
軟
体
動
物
の
彼
ら
に
と
っ

て
、
乾
燥
は
大
敵
で
生
命
に
関
わ

る
か
ら
で
あ
る
。
反
対
に
多
雨
多
湿

の
梅
雨
期
は
彼
ら
の
天
国
で
あ
る
。

翡か
わ
せ
み翠
よ

　

な
れ
は
宝た

か

ら石
か

　
　

将は
た

川
び
っ
し
ょ

　

翡
翠
は
訓
で
カ
ワ
セ
ミ
、
音
で

ヒ
ス
イ
と
読
み
、
翡
は
雄
、
翠
は

雌
の
カ
ワ
セ
ミ
を
指
す
。
ま
た
硬

玉
の
ヒ
ス
イ
の
意
に
も
。
翡
翠
を

方
言
で
「
川
び
っ
し
ょ
」
と
呼
び
、

水
に
飛
び
込
ん
で
魚
を
捕
食
す
る
。

※�

各
句
内
の
季
語
に
印
が
入
っ
て

い
ま
す
。

投　

稿　
　

東
串
良
町
短
歌
会　

空
き
屋
敷
の
氏
神
覆
う
雑
木
は	

松
矢　

京
子

　
　
　

メ
ジ
ロ
数あ
ま
た多
の
住
み
処
と
化
す
る　
　
　

樹
木
め
ぐ
る
悪
童
の
ご
と
き
カ
ラ
ス
達	

持
留
タ
ツ
子

　
　
　
　

群
れ
な
す
先
に
ひ
な
の
待
ち
を
り　
　
　

朝
起
き
て
今
日
を
如
何
に
過
ご
す
べ
く	
柚
木
原
み
つ
え

　
　
　

身
体
と
気
分
は
別
々
に
あ
り	

書
き
く
ず
す
一
枚
十
五
円
の
半
紙
の
山	

藤
元
美
保
子

　
　
　

無
駄
か
と
思
ふ
書
か
ね
ば
と
思
ふ

豪
華
客
船
出
で
来
し
人
々
英
国
人	

福
永　

康
子

　
　
　

長
崎
の
地
に
旧と

も友
五
人
集
う

青
空
に
縁
取
り
さ
れ
し
国
見
山	

永
田　

康
朗

　
　
　

早さ

緑
深
み
ト
ビ
が
舞
い
お
る

梅
雨
入
り
に
濡
れ
て
彩
る
紫
陽
花
も	

田
之
畑　

稔

　
　

 

色
め
く
ほ
ど
に
艶
や
か
な
り
て

短
歌
会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

短
歌
会
で
は
、
町
内
外
の
皆
様
で
、
故
郷
へ
の
想
い
や
日

常
の
素
朴
な
題
材
を
詠
っ
た
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
永
田
：
63
―
２
３
８
５
）

鹿屋市で最も古い庭師　大　城　和　八

高山・東串良地区販売員
新  西  玉  子 ☎ 0994-65-5238

鹿児島山菜牧場
大自然からの贈り物

【お問い合わせ先】　鹿児島県肝属郡錦江町田代川原 4127-8
　　　　　　　　　花瀬公園オートキャンプ場下

　　　　　　　　　☎ 090-7453-1364
　　　　　　　　　☎ 080-6443-3384

　我が家に一本植え込まれる事により、お店の
トマトは一生買わなくてすむようになります。
　雨にも負けず、夏の台風にも負けず、ビニール
の覆いも要らず、花への受粉も要らず、病気も寄
せ付けない強い生命力を持つトマトです。
　苗木の植え付けから種の取り方の方法まで指導
します。
　この機会をお見逃しなく！

広 告

■販 売 期 間　9月10日（木）まで
■１本あたり　3,000円の苗木単価
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『
戸
籍
の
窓
』
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
役
場
住

民
課
窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

７月１日から８月３１日まで
「夏季安全推進活動期間」

５
月
13
日
～
６
月
12
日

（
敬
称
略
）

町
社
協
だ
よ
り

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

年
齢

八
七

七
九

年
齢

九
三

七
四

九
一

八
五

振
興
会

岩

弘

中

池
之
原
上
西

振
興
会

安

留

上

馬

越

中

唐

仁

新

町

上

氏
　
名

古
屋
敷
ミ
ツ
エ

内
西
フ
ミ
子

氏
　
名

松
園　

サ
チ

寺
原　

昇

岸
良　

教
雄
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公営住宅情報
（平成 27 年 7月 10 日現在）
ただ今、入居者募集中 ! !

●�退去をされる方は、1ヶ月前までにご連絡ください。
◆�詳しくは、役場総務課財務係へお問い合わせください。
　☎６３－３１３１　内線 213

平成27年度 第５回定例教育委員会
日時：平成 27 年８月 10 日（月）
時間：午前 10 時～
場所：東串良町役場
　　　３階会議室

【お問い合わせ先】東串良町教育委員会

どなたでも御自由に傍聴していただくことができます。
ぜひお越しください！

川西団地（随時） １戸
松原団地（随時） ３戸
熊之馬場住宅（随時） １戸
※川西団地、古市団地 １戸

松原団地外観 間取り図
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■お問い合わせ先
　志布志海上保安署　☎０９９－４７２－４９９９

海の事件事故は 

118 番へ！  

「118」は海上保安庁緊急ダイヤルです。  

※７月16日（木）まで

本
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こよみ CALENDAR
※変更される場合があります。ご注意ください。

日 行　　　　事 ごみ

日 行　　　　事 ごみ
28
火

・１歳６か月児健診
　　　　　　保 PM1:00 ～

13
月

・いきいき体操（あそんもそ会）
　　　　　　福 AM9:30 ～

29
水

　

14
火

30
木

15
水

・行政相談改   AM10:00 ～ 31
金

16
木

国土交通Ｄａｙ
１
土

水の日

17
金

・小中学校終業式
２
日

　

18
土

青少年育成の日
勤労青少年の日

３
月

・ルーピン「少年の主張」
　　　　　　発表大会　総

・高齢者大学８月学習会

19
日

育児の日
家庭の日

４
火

20
月

 海の日　
５
水

21
火

・高齢者大学７月学習会
６
木

広島平和記念日

22
水

・乳児・７か月児健診
　　　　　　　保 PM1:00 ～

７
金

鼻の日

23
木

・小学校水泳記録会（柏小）
８
土

立秋

24
金

９
日

長崎平和記念日

25
土

・厚生連結果報告会
　保 AM8:30 ～　PM1:00 ～

・第２回緑陰読書会　総　

10
月

・いきいき体操（あそんもそ会）
　　　　　　福 AM9:30 ～

・第５回定例教育委員会 役

26
日

・厚生連結果報告会
　　　　　　　保 AM8:30 ～
　　　　　　　PM1:00 ～

11
火

27
月

・いきいき体操（あそんもそ会）
　　　　　　福 AM9:30 ～

12
水

7/13　8/12

課　　　名 直通番号
住 民 課 ６３－３１０２
福 祉 課 ６３－３１０３
税 務 課 ６３－３１０９
会 計 室 ６３－３１２１
総 務 課 ６３－３１３１
企 画 課 ６３－３１２２
経 済 課 ６３－３１２３
建 設 課 ６３－３１２６
農 業 委 員 会 ６３－３１２９
議 会 事 務 局 ６３－３１３２
監 査 委 員 室 ６３－３１３２
管 理 課 ６３－３１３３
社 会 教 育 課 ６３－３１３４

東串良町役場ダイヤルイン番号

場　所

ごみ収集

：市街地区ごみ収集
　AM7:00 〜 AM8:00

：農村地区ごみ収集
　AM7:00 〜 AM8:00

：その他燃やせないごみ収集
　AM7:00 〜 AM8:00

：ストックヤード（電池・電球・体温計等）
　AM7:00 〜 AM8:00

：資源ごみ収集
　AM7:00 〜 AM8:00

：資源ごみ中央収集
　AM9:00〜PM12:00　PM1:00〜PM4:00

清掃センター（６３）０１６８

水道漏水当番

日曜在宅医当番

消防案内　0994-43-0119（テープ）
日曜・祝日・夜間等

急患のための当番医です。
－火事・救急は『１１９』番へ－

７月の納税

※�公共料金の納付を口座振替で希望している方は残高
をご確認ください。

★納期限までに納入しましょう。
（７ 月31 日 ）口 座 引 落 日

固 定 資 産 税 （ Ⅱ　 期 ）

７月 ㈲ 宮 路 建 設 63-0507

後期高齢者保険料 （ Ⅰ　 期 ）
国民健康保険税 （ Ⅰ　 期 ）

介 護 保 険 料 （ Ⅰ　 期 ）
水 道 料 金 （５～６月分）

63-20107月19日 新中須医院
63-851426日 岩重医院

  ９日 黎明脳神経外科 63-7878
63-1379花田整形外科 ８月  ２日

８月 ㈲ 吉 田 建 設 63-9976

●発行／東串良町企画課
〒 893 － 1693　鹿児島県肝属郡東串良町川西 1543　☎ 0994 － 63 － 3122　Fax　0994 － 63 － 3138
東串良町のホームページ　http://www.higashikushira.com/　E-mail　kikaku@higashikushira.com

・廣田神社
　｢六月燈｣

役 場
保 健 セ ン タ ー
総 合 セ ン タ ー
総 合 体 育 館
町 民 運 動 場
多 目 的 広 場
屋内ゲートボール場
池 之 原 小 学 校
柏 原 小 学 校
東 串 良 中 学 校
改 善 セ ン タ ー
福 祉 セ ン タ ー
地域包括支援センター
物 産 館

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

（63）3131
（63）3131
（63）2122
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）2048
（63）8504
（63）2071
（63）8881
（63）4760
（63）0930
（62）8701

池
柏
東
改
福

総
体
運
多
屋

役
保

福
物




